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舞台は客席から見える表舞台と
見えない裏舞台によって
成り立っている。
舞台を裏で支える人に光を当てる。

裏 舞 台
と い う 名 の
表 舞 台

PROFILE　1954年東京生まれ。77年にバンド、マジカルシティ
のベーシストとしてプロデビュー。以降、日本屈指のベーシストと
して数多くのアーティストのレコーディング、ライヴ・サポートに参
加。なかでも1979年から現在まで続く山下達郎との名コラボレー
ションは不変の輝きを放っている。自身のユニットでのライヴ、作
品発表も行っており、自身のレーベルBASS&SONGSから現在ま
で6枚のCDアルバムをリリースしている。

さんは言う。しかし、もともとプロになろ

うという意識はなかったという。

「もともと、プロになれるとは思ってな

かった。自分の技術に自信があったわけで

もないし、プロになることへの憧れもな

かったんです。20代のはじめにセミプロの

バンドでギターをやっていたんですが、あ

る時ベースが必要だっていう仕事が入り、

じゃあ、僕が弾くよぐらいの感じで借りた

ベースで演奏しました。なぜかそれから

ベースを弾いてくれという依頼が増えて、

いつのまにかプロのベーシストになっちゃっ

た。プロになってからも１年ほどは、人か

ら借りたベースを弾いてたけれども（笑）」

　プロならではの楽しみも、もちろんある。

「自前のベースを買ったのは、ちょうど山

下達郎氏と出会った頃。以降今日まで30年

以上、彼の音楽をバックとして支えること

ができた。これは自分のプロ人生を考えた

時に本当に幸運だったと思います。彼の音

楽は、やっぱりいつもぐっとくるし、山下

氏も僕のベースが彼の音楽にぐっとくると

感じているんじゃないかな。それはバック、

サポートのミュージシャンとしてとても幸

運なことだと思っています。僕も演奏して

いていつも楽しい」

　そして、主役となるアーティストとはち

がう“裏方”ならではの気構えで仕事に接し

ているとも言う。

「バックでの演奏はレコーディングでもラ

　伊藤さんは屈指のグルーヴを持つベーシ

ストとして、これまで数限りないアーティ

ストのレコーディングやライヴ・ツアーに

参加しているスタジオ・ミュージシャンの

重鎮だ。レコーディング参加曲はこれまで

で2000曲は超える。誰もが知っているあの

曲この曲を、“裏方”として支えてきた。

　とくに30年以上に及ぶ山下達郎氏との活

動は、サポート・ミュージシャンという、

いわば裏方仕事の範疇を大きく超えたコラ

ボレーションと表現してもいいだろう。

　そんな彼のミュージシャン人生のきっか

けとなったのは、なんと、ある交通事故。

「実家は運送業。僕が小学校2年生の時に、

うちの会社のトラックが、ピアノを積んだ

トラックと事故を起こしたんです。ピアノ

の足が折れちゃって弁償したのですが、そ

のピアノがうちにやってきて、これを僕が

弾かされるようになった」

　ピアノ教室に通ったが、“練習”のために

弾く曲よりも、自分の好きな曲を弾く時の

ほうがずっと気持ちが奮い立った。

「これはプロになってからも同じ。すごい

集中力で1～2回の演奏でレコーディングを

終わらせるということもあるけれど、好き

なタイプの曲は何度でも演奏していたかっ

たり（笑）」

　また、スケジュールの都合以外では、依

頼を断ることはまずない。

「それがプロのミュージシャン」と、伊藤

イヴでも“他人事だから”ぐらいの意識で演

奏したほうがいい結果になるんです。僕は

バックの仕事だけでなく、自分のソロやユ

ニットもやっていますが、そういう場合は

プレッシャーが大きくて大変。ソロになる

と、どうしても構えて遊びが足りなくなっ

てしまう」

　それでも最近になってようやく、ソロの

場合でも“他人事”気分で楽しく遊べるよう

になったとのことだが、それであらためて

気づいたこともあった。

「最近、音楽って、やはり“楽＝遊び”だか

ら、楽しんで演奏できること、遊べること

が重要なんだ。ちゃんと遊べることがプロ

の証なのかもしれないなって思うようにな

りました」

ベーシスト

伊藤広規
Ito Koki

bassist

STAGE 05

『SOMETIME SOMEWHERE』
2008年に発表したファース
ト・ソロ・アルバムの増補版。
伊藤広規のそれまでの歩みを
さまざまなセッションから紹介
している。

『FUTURE DAYS』
90年代初頭の松下誠とのユ
ニットの未発表音源集。ロッ
ク、ファンク、ワールド・ミュー
ジックなど多彩な要素が満載
された傑作。
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